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焼
却
一

増
改
造
事
業
に
着
手

班
誌
の
野
景
気
を
長
け
、
私
把
ち
の
生
活
水
機
も
犠
震
化

レ
、
物
質
的
問
況
も
大
髭
消
費
や
龍
い
措
て
鶴
誌
が
は
ん
ら
ん

し
、
物
経
大
切
認
し
な
い
思
灘
ガ
瀦
絞
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、

O
A化
帯
広
伴
う
事
灘
高
ご
み
も
増
加
し
、
こ
れ
お
の
ご
み

m
地
盤
立
対
臨
す
る
恕
め
、
ご
み
の
減
麓
化
部
よ
口
碍
資
源
化

を
畏
擁
す
る
一
方
、
舎
年
度
焼
却
伊
織
改
溜
工
事
に
も
麓
手
。

舎
織
と
も
ご
み
の
減
翠
俗
、
…
待
機
搬
出
を
敏
恵
レ
て
一
行
う
だ

め
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
一
機
む
と
協
力
を
器
綴
い
し
ま
す
。

H
生
活
環
横
線
岱
〈

U
)
o
o
d
i
5
H

d
F

」

み
の
現
状
巴
つ
い
て

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
街
か
ら

る
ご
み
は
、
私
た
ち
の
街
の
な

か
で
処
理
母
処
分
す
る
こ
と
が
原

引
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
の
宅
地
問
開
発
に
よ
る
人
口

の
増
加
な
ど
都
市
北
が
著
し
く
進

む
な
か
、
広
大
な
富
穏
を
必
喪
と

す
る
ご
み
の
最
終
処
分
場
合
市
内

に
磯
保
す
る
こ
と
は
櫨
め
て
器
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
協
の
市
に
お
騒
い

を
し
て
、
民
間
間
給
分
場
に
質
問
刷
会

払
っ
て
機
的
立
て
処
分
念
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
処
分
場
が
い
つ

ま
で
も
捜
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
D

ご
み
の
泣
は
、
こ
こ
数

年
間
同
増
加
の
や
』
た
ど
り
、
使

い
捨
て
時
代
が

ご
み
の
減
量
巴
ご
理
解
を

市
で
は
、
昭
和
田
年
1
汚
か
ら

摘
し
て
い
る
5
分
別
収
抑
制
〈
家

ご
み
、
雑
芥
ご
み
、
有
率
ご
み
、

粗
大
ご
み
、
資
探
)
や
空
き
カ
ン
、

一
結
晶
ぜ
ピ
ン
、
古
紙
な
ど
の
資
機
器

収
卒
業
を
進
め
て
い
渓
す
。

ま
た
、
昨
年
刊
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
艇
の
部
技
な

ど
す
べ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
行
政
と
一
体
と
な
り
推
進
一

ご
み

(袈
1
参
熊
)

あ
げ
て
い
ま
ん

し
か
し
、
生
活
水
準
が
鎧
か
ぷ

事

業

系

近
年
の
好
景
気
を
反
戦
し
て
、

市
内
の
事
議
所
め
数
も
増
え
続
け
、

か
、
特
に

O
A
何
等
は
得
、
っ
卒
業

系

の

ご

々

増

加

し

て

い

ま

一
敬
家
躍
の
ご
み
は
分
別
収
集

ぷ
り
都
議
糸
(
袈
2
参
照
)
と
比

べ
、
ご
み
減
量
に
大
き
な
成
燥
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
卒
業
系

の
ご
み
は
、
昭
和
的
年
度
に
比
べ
、

手
議
2
年
度
は
口
倍
に
も
増
、
ゅ
ん
、

こ
の
ま
ま
事
業
系
の
ご
み
が
増

え
続
け
る
と
焼
却
雄
投
等
の
処
理

に
も
大
谷
な
影
響
を
あ
た
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
令
ふ
ま
え
、

市
内
の
事
業
所
お
よ
び
大
型
居
続

等
は
次
の

5
磯
留
を
よ
び
か
け
、

ご
み
の
減
益
化
や
拝
炎
線
化
、
ご

み
の
分
別
指
樽
等
宏
被
極
的
に
実

施
し
て
い

な
っ
た
反
面
、
ご
み
の
秘
離
も
紙

類
だ
け
で
な
く
、
発
泡
ス
チ
ロ

i

ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
品
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
が
俊
服
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
処
理
も

密
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

設
現
は
家
患
で
ま
だ
使
用
可
能

な
家
呉
や
電
筑
製
品
な
ど
大
型
の

ご
み
が
蹴
就
い
捨
て
ら
れ
て
い
る
の

も
火
さ
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
出
る
ご
み
な
砕
し
で
も
減

ら
す
よ
う
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
ご
み
の
減
震
に
心
が
け
ま
し

ょ、っ。

d

，」

み

の

増

加

み
処
理
は
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

φ
商
工
会
合
鴻
じ
、

ご
み
分
別
仰
の
徹
戒
を
通
知

炎
探
題
眠
の
方
訟
を
検
討

④
大
型
沼
舗
へ
渦
鵜
包
装
の
自
粛

お
よ
ぴ
ト
レ
|
パ
ッ
ク
臨
戦
な
ど

③
事
諜
主
ま
た
は
叫
開
業
良
を
対
象

V家擁ごみま宰ょが事業系ごみの搬入鎌
表 2 単位トン〉
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年産

(事業系ごみ

4

可
ご
み
収
集
殺
と
資
源
問
紋
慾

(
単
位
ト
ン
)
捜
1

平成元年:平成 2年

1，585 

30，868 

2，037 

32，436 

1，792 

S違和63年

30，045 

1，602 

:童話和62='ド

28，264 

32，905 34，228 31，647 29，849 

J、、.

8，042 

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
生

ご
み
処
現
得
総
(
コ
ン
ポ
ス
ト
〉

の
締
燐
金
制
度
に
つ
い
て
、

4

月
1
日
号
の
広
報
明
、
お
知
ら
せ

し
た
ど
こ
ろ
、

4
月
初
日
現
在

で
5
6
6舗
を
慈
え
る
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
に
つ

い
て
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
も

の
と
い
、
え
る
で
し
ょ
、
っ
。

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
家
躍
な
ど

)
み
を
徴
生

嘱題担
‘盤譲'

ト

7，005 

樋?事

亀翻櫛

5，835 5，286 

来
年
8
丹
、
焼
却
炉
ガ
完
成

(
木
)
、
ク
リ

i
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
焼
却
伊
増
改

造
卒
業
」
の
組
工
式
が
市
長
は
じ

め
隠
録
者
約
印
名
が
出
癒
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
総
工
印
刷
約
M
億

5
0
0
0万
円
を
か
け
、
-
臼
四

時
問
機
動
で
祁
ト
ン
の
ご
み
を
焼

却
す
る
焼
却
炉
会
増
般
ず
る
も
の

で
、
平
成
4
年
o
O
R
に
竣
工
予
定
。

処潔能力を縫えて「ピットからあふれ
でる毅護ごみの山J

物
の
働
き
で
発
鮮
分
解
さ
せ
て
、

家
産
楽
臓
な
ど
に
利
用
で
き
る

た
い
総
を
つ
く
る
処
理
容
鯨
で

毎
日
の
生
認
め
な
か
で
、
ご

み
は
鰍
〈
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。
今
後
も
、
な
お
一
層

ご
み
の
減
殺
は
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
騒
い
し
ま
す
。

市
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
を
総
入

す
る
方
に
補
幼
食
品
乞
交
付
し
て

い
ま
す
。
ご
利
思
く
だ
さ
い
。

。
対
象
市
内
在
住
者
は
隣
る

@
補
助
額

l
務
部
に
つ
き
3

0
0
0山
内

(
1
世
帯
2
容
器
ま

。
鑓
格

5
0
G
O
円
栂
度

。
指
定
漉
持
腿
※
士
市
浪
措
協

同
組
合
本
所
宮
(
位
)
3
1
2
1

※
湖
北
支
所
岱
{
m
m
〉
2
5
1
1

※
布
佐
支
所
恐
〈
m
m
〉
3
1
5
1

※
鰯
附
棚
田
嶋
溜
活
窓
(
泣
)
0
0
1

バを※
補
助
金
交
付
申
鵡
辻
、
指
定

政
宛
股
が
代
理
手
続
き
そ
し
中
小

(
印
鑑
持
参
)

の
処
理
施
設
辻
昭
和
特
年

4
月
に
穣
動
を
間
開
始
し
て
以
米
、

同
年
包
を
む
か
え
、
施
設
も
老
朽

化
し
て
谷
ま
し
た
。

こ
の
間
、
法
総
工
場
の
定
期
補

鋒
慰
問
を
除
い
て
は
1
年
中
休
ま

ず
糠
激
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
人

口
増
加
は
よ
る
家
経
ご
み
の
増
加

と
紘
一
活
水
準
の
授
か
さ
を
反
殺
し

て
、
ご
み
の
秘
獄
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

現
議
1
つ
し
か
な
い
ご
み
の
処
護

施
設
で
辻
、
毎
日

1
0
0
ト
ン
(
ゴ

ミ
技
術
情
蕊
訪
台
分
)
も
の
ご
み
を

処
聴
す
る
能
力
も
限
界
に
冬
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
な
か
で
、
現
在
の
処

理
能
カ
を
増
強
す
る
た
め
は
増
改

造
卒
業
に
諸
手
し
、
こ
れ
と
平
行

し
て
今
年
続
か
ら
あ
ら
た
に
新
炉

の
調
査
も
開
始
し

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

て
い
き
ま
す
。

ヌナ2え対芸名f者機イ史享クi之ま色基家主ごい司、;;下 の
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を改定

時計.令出
ro-裁

告
盟

富
治
会
や
開
会
等
の
住
民
自
治
組
織
は
対
し
、
密
治
金
構
鰐
金
や
街
路
灯
繕
肋
金
夜
謎
惜
し
叩
訴

す
。
山
中
語
審
諒
5
荷
下
噂
応
接
金
一
般
ヘ
持
法
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
位
鰯
隈
訟
で
は
間
湖
強
関
傑

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
へ
、
街
路
灯
関
慨
は
灘
路
線
へ
擁
出
し
て
く
だ
さ
い
。
獄
務
、
内

に
封
す
る
機
筋
金
ガ
奴
恕
さ
れ
渓
し
恕
。
精
盟
す
る
山
副
議
金
抵
ご
稽
裂
く
怒
さ
い
。

自
治
会
関
係

高

治

会

祷

動

金

自
治
会
総
助
金
の
交
付
内
容
辻

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
平
成
2

年
度
に
自
治
会
磁
説
会
の
交
付
を

受
け
て
い
る
担
体
は
、

麓

期
間
は
6
月
1
日
か
ら
お

E

第805雪

ク
リ
ー
ン

で
は
、
今
作
も
ヂ
究
活
万
立
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
鑑
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と

L
に
、
ム
宇
部

に
あ
っ
た
作
品
を
1
9
9
2
年
絞

「
予
賀
市
カ
レ
ン
ダ

i
い
に
鵠
沼

し
ま
す
。
応
部
ガ
訟
は
次
め
と
お
り
で

っ

、

e

A

U

が

も

U
V

カ
ラ
i
4
ツ
切
り
羽
で

交

事
業
費
グ〉

1色
分

71付
限 i 遺態
度
額

5 
0 

方
向

誘生

年
間
判
佼
給
料
の
お
分
の

7
(畑
出
度
額
2
5
万
円
}

故
村
山
鳴
を
ゆ
鵠
時
に
あ
わ
せ

て
挽
お
し
て
く
だ
さ
い
。

V
補
助
金
一
翻

0
0
内

次
め
市
川
絡
会
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

金
事
業
計
幽
叫

②
収
支
予
算
古

争
畑
出
入
世
帯
名
簿
(
平
成
3
何十
4

月
1
日
現
在
)

岳
規
約

③
町
地
域
間

V
提
出
期
限

6
月
れ
日

コ旬
d
q
i
M持

V
募
築
制
州
問

ら

mHハ
(
土
)

V
応
募
資
格
市
内
外
を
間
わ
ず

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

V
応
募
規
穏
①
作
品
は
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
②
応
募
作

品
は
抵
加
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
合
応
募
作
品
に
は
、
住
所
、
民

名
、
年
齢
、
職
業
、
搬
持
場
所
、
搬

務
布
十
月
日
、
題
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
部
前
1
使
用
機
は
虫
俄

レ
ン
グ

6
月
1
日

V
路
募
先
・
問
い
合
わ
せ

保
全
課

強
柵
畑
出
先
・
出
回
い
会
わ
せ
コ
ミ

品
一
一
一
ア
ィ
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Mm

街
路
灯
関
係

街
路
灯
新
設
補
助
金

V
檎
続
金
額

7台、

役立つてます

簡易保焼事郵便年金の資金

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
役
は
立

っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
資

金
の
運
用
を
通
じ
て
身
近
な
と

こ
ろ
で
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
2
年
度
に
整
備
を
行
っ

た
新
木
団
地
排
水
繋
備
工
事
及

び
久
島
寸
家
排
水
路
改
修
工
事
の

討
搬
に
も
、
簡
易
保
険
、
郵
悦
年

利
用

器A
FR 

新
学
識
が
は
じ
ま
っ
て
1
か
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
元

気
に
登
校
し
て
い
ま
す
か
。
家
庭

富
栢
部

E

児
立
抑
制
談
室
で
は
、

M
P
校
生
活
や

家
騒
環
境
、
非
行
問
題
な
ど
で
摘

み
を
持
っ
て
い
る
ご
泌
総
や
子
供

向
立
場
に
た
っ
て
椋
談
に
応
じ
て

い
ま
す
り
相
談
は
無
料
で
、

し

て

}

い

〈
患
な
相
殺
内
容
V

い
な
い
、
わ
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樹
路
灯
維
持
管
理
補
助
金

V
補
助
金
額

ω
1灯
に
つ
き
年
間
屯
気
使
用
料

令・・・

2
3
2
8
N

い

w
l
灯
に
つ
き
修
給
料
と
し
て
i

6
0
0
円

V
必
要
密
頼

φ
米
恨
の
究

領
収
性
(
コ

柏

ω葉
公
開
闘
に

っ
込
み
思
案

②
こ
と
ば
の
遅
れ
、
学
校
の
勉
強

に
つ
い
て
い
け
な
い

告
い
じ
め
、
設
校
を
嫌
が
る
ま
た

は
長
く
休
む
、
先
生
と
つ
ま
く
い

し、

づi

8月6日

子
供
が
乱
暴
す
る
ま
た
は
子
供
を

mw完
成
め
護
育
に
つ
い
て
の
紐
梢

的
な
泌
総
(
父
母
の
一
方
ま
た
は

両
方
が
欠
け
て
蕊
育
心
由
る
な
ど
)

合
体
が
不
出
回
出
な
子
供
、
そ

グ〉

号及

wv
端
銭
湯
所

児
米
一
山
相
談
窓
一
宮
(
お
)
1
1
1
1
内

米
軍
柏
通
信
所
跡
地
を
利
用
し

V
科
用
待
問

て
終
舗
が
進
め
ら
れ
て
い
る
品
交
後
9
件
付

M

刊
の
業
公
国
内
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

V
会
な
科
鴻
料
金

J
1

体
脊
館
が

6
月
6
B
{木
)
オ
ー
、
、
本
一
致
:
l
o
o
m門

ブ
ン
。
こ
の
体
育
館
は
、
地
域
の
万
*
小
・
山
丁

ぷ
飽
探
づ
く
り
や
守
三
山
テ
ィ

V
交
通

治

動

的

州

制

ス

hν 

4
8
0
M
の
ア
リ

i

ナ

ア

y
l
ン
が
常
術
祭
れ

て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
祭
、
会
一

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
気
較
に
)

E

1

4

イ
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
問
問
策
議
飾
都
市

計
一
州
事
務
所
恐

(
m
w
)
1
2
0
1
、

柏
め
策
公
務
管
理
事
務
所
岱
(
討
)

『
υ
丈

o
n
v
n
u
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子
ど
も
会
背
成
金
で
は
、
子
ど
も
は
よ
る
、
子
ど
も
の
恕
め

の
、
子
ど
も
金
を
商
成
す
る
定
め
、
子
ど
も
の
研
修
金
(
諜

T
)

と
大
人
の
欝
留
金
〈
設

2
)を
行
い
ま
す
。
よ
り
践
い
子
ど
も

金
浦
動
の
だ
め
、
ぜ
ひ
替
加
し
て
く
い
は
さ
い
。

5
・
6
年
生

〈
ジ
ユ
二
戸
リ

i
タ

l
養
成
〉
研
修
会

V
対
象
市
内
子
ど
も
会
的

5

6

却

1
別
名

数
の
場
合
先
諮
問
山
)

V
参
加
費

Z
人
2
5
0
0
円
(
キ

ャ

、

交

通

波

別

注

)

午
前
問
的
吋
か
ら
ん
γ

V
研
修
時
間

V
持
参
す
る
も
の

と
履
会
、
介
中
川
辻
、

b
A
間

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

絡
で

5
月
初
日
(
パ
)
ま
で
に

、
し
会
育
成
会
述
絡
協
議
会
部
務
局

憾
谷
佳
(
お
)
2
6
3
6
へ

a 

d必続

事警

内

ツ
ア
ど
も
会

A
B
C

ャ
器
、
体

日
誌

と

思

い

ふ

ん

ば

り

ま

し
た
い
と
誤
ナ
組
に
は
初
録
勝
の

摘
は
ぬ
感
が
わ
ふ
れ
て
い
た
。

ゴ
ル
フ
は
い
ぬ
け
ん
さ
ん
の
鰐
響
を

う
け
て
始
め
、
一
日
川
校
か
ら
本
格
的

に
波
打
リ
く
ん
で
山
学
に
な
る
。
大

ル
フ
郎
に
所
属
し
、
ん
時

El 活
眼
。
「
学
生
め
悦
よ
り
枇
会
人
に

な
っ
て
か
ら
の
が
、
ゴ
ル
フ

っ
て
ス
コ
ア

一った」

、
家
業
を
つ
ぐ
か
た
わ

ら

関

東

ゴ

ル

の

ジ

ュ

ニ

ア

ア

た

ん

ル

L

8

ゴ

勝

議

院

刀

ア
優
ぁ

E

ュ
初

B
L
恥

チ

C

U

M同
市

マ
会

J
l
J

砂
川

ア
大

U
W
酷
1

県
権
三
言
明
寸

一一一軒ひ日

育
成
委
只
を
務
め
る
。
こ

員
は
、
県
内
で
は

3
人
だ
山

や

-
w同
校
生
ゴ
ル
フ
ァ

i
は
ブ

ル
フ
を
通
じ
て
、
人
mw形
成
の

予
劫
け
そ
す
る
と
い
う
も
の
。

「
ゴ
ル
ブ
は
ま
ず
楽
し
み
、
次
に

ル
l
ル
や
中
ナ
!
、
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
年
齢

や
性
お
に
関
係
な
く
、
…
脇
広
い

人
間
関
mm
が
生
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
ね
。
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
で

冬
た
人
間
関
係
は
、
私
め
財
践

に
」
な
っ
て
い

今
後
の

?、

「
山
関
東
ア

サ
を
通
過
し
て
8

ン
へ
の
出
場
と
県
ア

サ
チ
ェ
ア
選
手
続
憎
め

2
巡
M

と

意

欲

を

み

持

議

。

第8鴎あやめまつり
6F.l16日(日)階天の場合23日
手賀沼公麗コミュニティ広場

開催日

所

子
ど
も
会

宵
成
者
講
留
金

V
対
象

少
年
育
成
閉
体
関
川
加
者
ほ
か

V
参
加
資

2
0
0
円
〈
々
ャ
ン

ブ
総
習
会
費
用
)

V
持
参
す
る
も
の
抑
協
手
、
食

器
、
豚
汁
の
説
、
米
lA(口
、
敷
物

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

くらしの「

ミニ宙科

初
一
災
の
成
物
詩
と
な
っ
た
み

や
め
ま
つ
り
が
、
今
年
も
水
生

総
物
闘
の
花
蓄
積
の
間
開
花
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
あ
や
め

ま
つ
り
実
行
棒
民
会
で
は
、
催

し
物
め
メ
イ
ン
で
あ
る
背
空
市

の
出
服
者
を
募
集
し
ま
す
。

V
申
し
込
み
期
践

s
n幻
自

(
金
)
V
山
山
鹿
料

1
庇
臨
3
0
0
0

円
、
滋
気
コ
ン
セ
ン
ト
ェ
倒
1

0
0
0
円

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
商
工
会
仕

3
1
3
1

ヤ十ザ

ー同i

運
動
と

ん
汎
倣
が
良
く
な
る
と
例
か
巡
動

で
も
始
め
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
始
め
る
前
に
は
運
動

の
税
額
、
山
加
さ
、
時
間
、
組
に
何
鶴

税
行
、
つ
か
な
ど
、
越
正
な
部
助
盤

を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
の
椀
矧
は
、
金
一
筋
肉
を
鍛

え
る
舎
燐
発
力
を
鍛
え
る
窃
持
久

力
会
鍛
え
る
争
身
体
全
体
め
鰯
懇

の
四
つ
分
け
ら
れ
、
線
牒
を
図
的

立
す
る
運
動
は

φ
と
告
に
な
り
ま

す

。

エ

ア

ロ

ピ

ッ

ク

(

有

長
時
間
火
殻
の
鍛

礎

一
地
端
や
空
き
地
、

ハ
ハ
コ
グ
サ
が
尽
に
つ

く
よ
う
に
な
る
。

こ
の
十
日
中
は
古
仲
山
内
M
耕
文
句
と
共

に
、
中
国
か
ら
入
っ
て
き
た
帰
化

構
物
と
秒
、
え
ら
れ
て
い
る
。

誌
は
武
色
だ
が
、
広
が
っ
て
映

か
な
い
の
で
、
…
見
、
つ
ぽ
み
の
ま

ま
の
花
め
よ
う
に
見
え
る
。

長野

事警

内

安
全
品
位
脊
と
紡
安
川
淡

ン
フ
桃
山
首
会

議
を
体
内
に
取
り
入
れ
る
運
動
で

す
。
少
し
溜
め
の
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
水
泳
、
エ
ア
ロ
ピ
ッ
ク
ス
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

運
動
の
強
さ
は
、
-
自
分
間
の
脈

拍
数
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
脈
拍

数
は
よ
く
巡
動
し
て
い
る
方
で
1

9
0
q
イ
ナ
ス
年
齢
、
み
ゆ
ぷ
ワ
議

勤
し
て
い
な
い
方
は
、

1
7
0
マ

イ
ナ
ス
年
齢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
況
な
運
動
待
問
問
は
1

密
部
分
前
後
で
週
2
i
4
砲
が
最

も
効
来
的
な
よ
、
つ
で
す
。

例
え
ば
、
ラ
ン
ン
グ
な
ら
3

i
s同
を
お
分
、

闘
を
お
分
、
こ
い

4
回

翠
法
行
う
の
が

g
安
で
す
。

体
調
を
考
え
無
理
せ
ず
、
胤
閣

の
紫
色
を
楽
し
む
余
械
を
あ
っ
て

運
動
す
る
こ
と
が
、
心
身
の
鍵
康

を
つ
く
り
ま
す
。

大
念
公
か
け
て
各
種
強
訟
に
通

う
こ
と
よ
り
、
最
初
は
綴
織
に
で

ち
る
も
の
か
ら
始
め
て
、
あ
せ
ら

ず
に
長
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。

県
生
涯
学

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

九九司タ~

間
以
で
は
、

意
欲
宏
一
品
め
る
た
め
、
幕
張
メ
ツ

セ
お
よ
び
県
内
各
地
で
生
援
学
総

ブ
ヰ
ス
テ
ィ
パ
ル
を
山
問
機
し
ま

す。

6
刃
1
門
又
え
て

2
日
(
日
)
に

幕
張
メ
ッ
セ
で
一
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

の
と
お
り
で
す
。

午前10時から

「
3
年
前
か
ら
鋭
蹴
紛
争
い
に
加

わ
っ
て
い
た
の
で
、
心
、
枚
、
体
が

充
実
し
た
今
年
は
、
ひ
そ
か
に
緩

勝
を
狽
っ
て
い
ま
し
た
」

例
年
以
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
ツ
選

手
機
大
会
決
勝
は
、

4
R問
、
同
日

数
ヶ
滞
カ
ン
ツ
リ

i
ク
ラ
ブ
・
新

被
コ

i
ス
で
聞
似
α

シ
!
ド
選
手

と
子
議
を
勝
ち
ぬ
い
た

2
0
0
名

℃
や
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
、

6

年
連
続
6
回
日
の
挑
戦
と
な
る
。

初
日
は
、
従
伎
に

2
打
差
の

2

位
と
好
税
択
に
つ
け
、
設
的
枠
間
以
前

半
は
滋
心

2
打
差
で
首
位
に
立
つ

が
、
後
半
は
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の

大
接
戦
と
な
っ
た
。

「
終
鵡
は
、
緊
強
め
た
め
手
が
思

う
よ
う
は
動
か
ず
、
も
う
ダ
メ
か

罪毒

守二議 ln寺から

午後2持30分から

'1二後311(115分から

V援金j康学習フェスティパルの主なイベント

!a翠:
Il*協会行事

p ①協会セレモニニ…(挨拶!寺アトラクシ 3ン)

長; ②トークショウ テーす f家主主そして貌ニh
ij ③まなぴピア得J.W(ミミ護主主Z内;&:.他)

三恒三〈')サミント{側発表、バジ川

~，食品三i罷学習ぎ?ェア{放送大全体、売階段j畿、パソコン
、|正午から

| 公主主主霊祭長官の各7ェア)

時.s ンE・
'¥ イ

科〉(き

こ
の
草
は
ホ
オ
コ

い
い
、
名
前
の
樹
米
は
、
裟
や
葉

が
白
い
毛
明
、
殺
わ
れ
、
全
草
が

ほ
お
け
だ
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ

か
ら
「
ほ
お
け
る
事
」
で
、
ホ
オてん

コ
グ
サ
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
へ
と
転

説
し
た
と
い
句
つ
鋭
が
あ
る
。

必
ダ
ょ
う

法
た
、
「
線
形
」
の
名
で
呼
ぱ

丸
、
戦
の
七
草
の
一
つ
と
し
て

…
月
七
日
に
七
本
が
め
に
し
て

食
べ
る
説
明
出
が
中
限
か
ら
伝
え

ら
れ
た
が
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
の
食

味
は
淡
い
と
は
い
い
が
た
い
。

組
問
は
本
餅
の
材
料
と
し
て
、

餅
に
も
つ
き
は
…
中
ぶ
れ
た
が
、
後

に
印
刷
臨
時
の
よ
い
ヨ
モ
ギ
に
変
え

れ
て
い
る
。

考
い
て
お
懐
か
し
さ
お
の

母
子
波
高
撚
虚
子

佐
久
罰
後
行
)

文

}
来
場
く
だ
さ
い
o

v入
場
料
無
料

V
交
通

J
R
京
瀧
紘
一
陣
浜
謀
議

駅
徒
渉
約
m
h
d

分

V
問
い
合
わ
せ
回
以
生

ふ
さ
ア
ィ
パ
ル
実
行
礎

4
7
2
(
お
)
4
0
7
3

7 O 
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平成3年5月?日現在 *世帯数39，446世構
人0121，629人男61，079人女60，550人
l側役所本庁 85-1111 鶴市随時鰐84-1110総凶
悪襲つくし野支所 84-8801 分鐙87-3055 布佐分霊務部-1311
⑧湖北台支所部-0828 移動図議書館 87-0909
|⑧淑花支所 88-2111 .都市改造事務所 85-1171
.布佼支所 89-2358 鈴鹿体懸答者怨従センター 88-0141
⑧事実育祭賞会 85-1151 綴あら君主翻 88…4188
⑧水道局 i信一0111 番怒っつじ狂 88-0123
⑬j潟 立ち 饗 84-01怜 め主主活環境線(浄化獲)87ω2379
署警少年センタ… 84-1900 ゴミ)87-0015(し段)88-2547
1 毒器保健センター 87一行31 議事裕佼南近縁センター 89…3740
j署警市民会室渡部-33竹 懇夫三五台北近隣匂ンタ-82-9988 
塁審中央公民認 82-05'15 修復戸近隣センター 83-5363
署警潟の簿物館 85-2212 令市民センター 努83…7722 滋北
義務市民体育館 87…1155

副凪
!市民硬式元ス教窓l
炉期題 S持 2日〈日〉から密週日

磯85酉く悶天の場合I1筏怒〉

沙務所市民体湾態テニスコート

炉支定爽 40名〈多叡の場合|該抱選〉

炉餐湾 T∞0月
券申し込み 5月258C芭〉午前9

跨から市民体湾舘テ二二スコートで

受伺く詩夫の場合i法会議室〉

診懸い合わせ 体育課変まく85)1151

lみんなで歩乙う!
走ろうリレー大会 j

惨包きを・滋所 6時 98C由〉午前

言草寺30分市民睦土競淡場受悶

ル競授方法令!怠愛・ 2伝f遂の都

心トc:t.慈摂生〈男女各守名ずつ?

人800ま;;;)合計4800伝③一般の部

18歳以よ、30歳以よ、40歳以ぷ〈男

女各 T 揺すっ?人800~) 、 50歳以

上、50議以上〈男女各う名ずつマ人

ヰ00伝〉合計'6400ま'"
~E伊し込み・鰐い合わせ 八万三平

{こ澄鴎、参加者の氏名、年続、代表

者の住所、氏名、年齢、電話番号を

明記し、 5湾28日家でに我孫子

1684事変苦考委箆会体湾線霊堂(85)行部

へく参加無料〉

|織の基金チヤげィー
リサイタル;

文芸元出騒のブ口数字・斉藤懲子

さんによる綴の主義主役チャリティ

-リサイタル

排日時 5向7日〈土〉午後?鍔開

場、 2H寺開演〈入場無料〉

P場所市民会欝;;J¥-Jし

砂演奏松本文男8<ミュージック

メーカーズ

※主治臼開場(こ線の基金義務金穏を設

粛します。ご協力をお願いします。

砂問い合わせ粛漆恵子綴の翠金

チャリティー・ソサイタjレ繁行委

策会合(82)4627

!ヵパナント・ブレ側一ヤ-1
;公潰愈〈す劇J) I 

~8蹄 5舟258C工〉午後T詩30

分から〈入場料500円、会員fe1:無料〉

診察所榎戸近隣センター;;J¥…ル

ル問い合杓せ謹擦炎琉の会に校

ままく84)7709

|さっき花季畏!
排日程 5月31日〈金〉から5月 2

自(8)午前9S:等えまら午後5時

伊場所中央公民館〈入場無料〉

炉問い合わせ 我獄ミ子ささつをき会研

緩ま宏司苫)3792、自本懇題協会我孫

子安Bs渡辺公(82)2419

罪声会諮問シャウテインク・
フォックス箆1121定期演襲会
易自時 5月号98C日〉午後3時!開

演 (2時30分縄場〉

診察所指民会鐙

砂入場料 700再〈会潟自由〉※部

商り 市民会霊祭内売lおひろガり惣

市内援活

韓併問い合わせ 片愈念(87)1377

1第 6関手工芸祭l
砂巴程 6用248(会〉から26日

CB)午前108替から午後5時

惨場所市民会鰭第2. 3会議室
〈チャソティー/てザー需縫〉

炉問い合わせ宮本まま(84)5837

1我嘉子洋ラン会見学会i
~8持 5悶268く芭)JR天王台

駅北口平菜室袋行続午後?開策合

炉見学館 j容3!熊岩槻市ヤハギ

館、警木ラン閤〈突通襲実費〉

砂入会申し込み・務い合わせ小

愈まま(82)0702

エコライフ・フヱ戸'引|
環識はやさしい暮5しの擦議 l

p日穏 5湾誌を3C火〉からe用2
BC呂):::存続匂碍から午後5持

検場所 料学技術鑓及び霞辺〈ニド

代田区北の丸公題F号、入湯無料〉

炉内容 支lH求書籍境問題等辺関する

震示、潔第フフニメ映慶、議演会等

少鰹い合わせ策銭形誌報室怨03

(3581)3351 

f窒餌空基地~G愈祭 l
~B時 5時25日〈ヨ〉午前9持か

ら午後3B守主主で、 25日午後S符30

分から湾潟町中央公民欝で部夜祭

が寝所下総書n空議長主(沼南昭〉
ル内容航空機の展示ほか催し物

多数〈入場葬祭料〉

診問い合わせ下総教育航~群広

報室公(91)2321内線658

議。 一一令z

!千葉興警察官募集
惨受信期賂 5月31BC会〉ぎで
!閥抗合わせ我孫子怒察署警

務課忽(82)0110

|担感擦擁護
授摺講習余受講

~Ba寺 6 時 5B(7JO， 6臼〈木〉

午前98寺から午後5時叩分

動静滋完号 干葉県教育会議

"'1'冷静高度な知識、技術の習得、

正しい設置・五察後憎ま慈備を行てう務課

者o湾成
シ受講料 1 )56000丹〈毅材費、鐙

録証送料等〉

険$し込み・陪い合わt会議選B

の108菌室長で!こ消防2界都予務課8

34)0119へ
|フォー~ク;タンス初l出議!
!講¥J麓(会;摂〉講 d饗

~B持 6悶 3BC痔〉から毎週月

縫日午後S務30分から8時30分

〈会8器、受講料1000円〉

伊場所天王台北近隣センターホ

ール〈機所ガ縫深志れ芝場合[こ猿

る〉芸員フォークダンスシューズ又

は逮委主総な持参

か鰐し1合わせ F安藤ままく84)2241

CJUGIE通
j税務相談!
税金問銭に鰐して、 a気軽にご
結核ください。

沙臼持 m肉祭3金縫臼午前叩時
から午後39警

砂場所市民栂鍛察

券担当 東京怨方税理士会的支部

我孫子協議税理士

'炉転殺し込み・問い合わな 電話〈稽

務部の5臼聞から予約受{す〉で広

報広勝誤市民喝さ炎係へ

欝
翻

5
月
灘
繊
細

る滋……総……品嬢……滋………………

7991. 5.句 (4)

j話婚50周年ご夫語閉経l
'対象諮李016年 9悶 18から諮

和17王手8期的自まで!こ総簿し、災
織とも健在な筋肉居住宅努

~E伊レ込み・問い合わせハガキ

iこ{菜類、夫婦の氏名、結婚年持田を

弱詑し、 5月羽田霊堂でに高齢者簿

祉課へ

一ぷ 要
炉窃穏 5月恰沼〈自〉から5口実
施〈キ繁察衛生短期大学で〉

~対象歯斜衛生士

験受務料 f人守諮20∞円〈非会

員3000陀〉
炉建策情。名〈先議JI凝〉

砂鶴い合わせ保健センター

念 (87)刊31

新潟県出身の方ご遼絡く走ささい

ル連絡先務木会(88)8248 

⑧⑧⑬⑧⑧  
。我孫子新潟県人会緩から社会議

祉施設慾議護金!こじ2万円の警察{す

がありさ賢しだ。

。今村寅之御緩く並木〉から社会事務

祉施設整綴喜裏金;こと干行使新緩まつ

りでのマジックショーの収益金

4178円の苦言frtガ3怒りきまし定。

。市民の方〈蜜名手食懇〉から袋体簸

答者藩校センターlこと桜o木 52綜
の霊童騒がありましだ。

自動華麗(})納税!ま忠担ず!こ l

i桔賄事務関(47)1281

Jl6木!立意思惑ごぎ警官諮おお∞

申入燦・行政相雲建立市民相談窓10:00'-':15:∞

匂..8隠話番喜窓口デレホシサービス
48綿綿路日時閣急塁機鱗(術館銭的)捌-11匁

I <Tr，1¥配ごと穏談出子お銭安街な00-15:00
げ市民図幾重重体重霊 <T織のi等物重苦手本章雲
市市渓事主要ぎ宝章休館 げつつじを休霊童

28-*1崎純駒市開鏑き00から党議憾程度
0.....¥;伊つつじ廷休館

29水|吋均気綿織=市民相談器時々∞

~ij 木

~ll 金;ご堅議謡賂鰍殴=口綿密

定例教育委員会
...臼持 5月288C火〉午後う

符30分から
，砂場所数湾委興会会議室

砂建い合わせ教湾委員会総

務課ft(85)村民

灘 J 震と地認の
ヘヲこなスティパ jレ‘91
惨日時 51'弓守自〈ニヒ〉、 2B(8) 
午続9詩30分から午後ヰ持

ル犠所建設翁隠土熔理院〈つく

ば市北郷守番〉

~入線料無料

炉内容 「みつめようiまくらの地

球J モテーマに立立法震溌の現状を

衛建蜜像等で紹介しだり、濃tl銭然

験や嬢影間飛行機の緩示、罷土地

建践の歴史、演tl鐙・抱盤作成の殻新

技術の現状などの紹介

炉慢し1合わせ 慾紋省瞳こと総理院

まま0298(64)竹竹内線234

(忌誌連盟珍諒大会;
...B持 5月26日〈巴〉字額9詩30

分開演

伊場所市民会館

砂入場料無料

韓併問い合わせ 米努ままく88)1243

51 
薄弱文化出発酢業員
炉募繁人露若干名

炉潔幸各 まと紛満20緩から記録さ芦で

の鍵産震で体力に自信のある方

検問給 4800内〈税込〉

メ申し込み・問い合わせ/司キ

ifこ住所、氏名、年齢、役割、建設話番

号、発栂作業員希望と明記し、 5舟

初日ぎでに設猿引684毅湾委議会

社会数奇諜笠公(85)竹51ヘ

l軟式テニスクラブ畏!
炉綴露出 毎週火、木、金鍵日午前

治跨から正午

ー験場所 学費沼公園臨球場

砂対象家庭婦人

，険会費 壬巨額6000FY

~Eおし込み・絡し1合わせ療援コ

ートかctおまま(85)0422へ

! :::Jチ戸ン慾楽四議室襲毘;
ノコンサート l
~B持 8月 28C白〉午後2

時開場、 28等部分開演

砂場所市民会関

砂共演 {ゆ遜育sf"t(ピフフノ〉

惨曲目 モーツフコルト「狩りJ

ドボルザーク「アメリカムシ

ニヱーマン「ピ戸ノ五霊祭翻J

'入者援料 S湾2500丹、 A鍔

2000聞く以よ指定席〉、 8湾

15∞月〈鴎閥席〉

が入場券発売所平賀欝庖、

ブックススズキ、荒井怒服、

石川泰光2言、あびこす-t:::ス

セシター、レコード65つぶる、
ポピ一、市畏会盤的売日ひろ

がり、堅議擦鶴溜北台・干行使分

館、とや宍公鴎館、桔そごう、

枯渇鶴屋、ミ1)オン楽器、中

村緩

炉爵い合わせな会毅湾褒

ままく85)村51


